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QA26  内部被ばくと外部被ばくでは、内部被ばくのほうが影響が大きいので

はないですか。 

 

 

 放射性物質の種類によって、集積しやすい臓器がある場合は、その臓器への影響を個別

に考慮する必要があります。これらのことを含めて人体への影響の評価のために考えられ

たものが実効線量（単位はシーベルト、Sv）です。 

 体内の放射性物質から受ける内部被ばくの実効線量は、摂取した放射性物質の量（ベク

レル）に実効線量係数（シーベルト／ベクレル）を乗じることにより求められます。この

ようにして得られた実効線量を用いれば、内部被ばくの影響と外部被ばくの影響を同等に

扱うことができます。同じ実効線量であれば内部被ばくでも外部被ばくでも影響の大きさ

は同じです。 

 また、外部被ばくによる実効線量と内部被ばくによる実効線量を足し合わせることもで

きます。内部被ばくの場合は特に「預託実効線量」といって、そのときに摂取した放射能

から受ける一生分（大人は 50 年、子供は 70 歳になるまでの年数）の総線量として計算さ

れます。 

 

出典：放射線医学総合研究所ウェブサイト「放射線被ばくに関する Q&A」より作成 

出典の公開日：平成 25 年 10 月 29 日 

本資料への収録日：平成 24 年 12 月 25 日（平成 24 年 4 月 13 日公開による） 

改訂日：平成 27 年 3 月 31 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成27年度版）」 第1章 放射線の基礎知識と健康影響 Q&A




